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１．2022 年９月末の信用金庫の預金・貸出金 

2022 年９月末の全国 254 信用金庫の預金残高の合計は 162.1 兆円、前年同月比伸び率は 1.4％増

となった。貸出金残高の合計は 79.2 兆円、同 0.7％増となった。貸出金残高は、月末ベースで初め

て 79 兆円台となり過去最高額を更新した。 

信用金庫の預金・貸出金は、コロナ禍での資金繰り支援により約 28 年ぶりの高い伸び率を示し

ていたが、21 年度に入ると資金繰り支援の一巡から大きく低下していた(図表１)。最近の貸出金伸

び率は、実質無利子・無担保の制度融資の返済が一部で始まっていることもあり、22年５月末には

一時同 0.0％減とわずかにマイナスとなったが、その後は伸び率を徐々に高めている。 

 

2022 年９月末の信用金庫の預金・貸出金動向 (速報) 
－ 預金は 1.4％増、貸出金は 0.7％増 － 

井上 有弘 

ポイント 

 2022 年９月末の全国 254 信用金庫の預金残高の合計は 162.1 兆円、前年同月比伸び率は 1.4％増

となった。貸出金残高の合計は 79.2 兆円と過去最高額を更新し、伸び率は同 0.7％増となった。 

 貸出先別にみると、資金繰り支援の一巡から運転資金は 22年４月以降減少している。一方、設備

資金は、22 年２月にプラスに転じ、その後も伸び率を徐々に高めている。運転資金の返済が加速

する状況にはないなか、設備資金が伸び率を高めている。預金については、法人預金の伸び率が

ほぼゼロとなっているが、確保している手元資金を大きく減らす動きは総じてみられない。 

 制度融資の返済が本格化していくなか、返済財源の確保ともなる本業支援、さらにはより踏み込

んだ経営改善支援など、信用金庫によるポストコロナに向けた取組みが一層求められてくる。 

（図表１）信用金庫の預金・貸出金動向（前年同月比増減率） 

 
  （備考） 信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 
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●バブル経済崩壊(91年３月)

●金融危機、拓銀・山一証券が

経営破綻(97年11月)

●ペイオフ部分解禁(02年４月)

●リーマン・ショック(08年９月)

●東日本大震災(11年３月)

●マイナス金利(16年２月)

●量的・質的金融緩和(13年４月)

← 戦後２番目の景気拡大局面 →

(12年12月から18年10月の71か月)

← 戦後最長のいざなみ景気 →

(02年２月から08年２月の73か月)

●熊本地震(16年４月)

2022年９月末

預 金 1.4％増

貸出金 0.7％増



                                 

 

本レポートは、情報提供のみを目的とした上記時点における当研究所の意見です。施策実施等に関する最終決定は、ご自身の判断でな

さるようにお願いします。また、当研究所が信頼できると考える情報源から得た各種データ等に基づいて、この資料は作成されており

ますが、その情報の正確性および完全性について当研究所が保証するものではありません。 

 

２．貸出先別・預金者別の動向 

貸出先別・預金者別の動向が分かる 22 年８月末までについてみると、貸出金は、各地の信用金

庫がコロナ禍での資金繰り支援を積極的に行ったため、20 年春以降に企業向け運転資金が急増し

た。預金も、資金繰り資金や各種給付金の預金口座での滞留、家計の消費抑制などから、法人預金、

個人預金がともに大きく増加した(図表２)。 

最近の貸出先別の動きをみると、資金繰り支援の一巡から運転資金は 22 年４月以降減少してい

る。一方、設備資金は、22 年２月に 20年 10 月以来のプラスに転じ、その後も伸び率を徐々に高め

ている。運転資金の返済が加速する状況にはないなか、設備資金が伸び率を高めて貸出金増加の主

因となっている。コロナ禍前に貸出金増加の主因であった不動産向けのほか、ウィズコロナや感染

収束を見据えた事業の再構築など前向きな設備資金需要も含まれていると考えられる。個人向けで

は、コロナ禍でも増加を続けてきた住宅ローンが底堅く、給付金や消費抑制で返済が進んだ消費者

ローンの減少幅も縮小傾向にあるため、個人向け全体としてはプラスに寄与している。 

預金については、法人預金の伸び率がほぼゼロとなっているが、確保している手元資金を大きく

減らす動きは総じてみられない。個人預金は、１人一律 10 万円の特別定額給付金の影響があった

20 年度ほどの高い伸び率ではないが、旅行や冠婚葬祭の自粛などを背景とした消費低迷からコロ

ナ禍前を上回る伸び率を示している。 
 

３．高止まりする運転資金と法人預金 

現状では、企業向け運転資金、法人預金ともコ

ロナ禍での急増後、伸び率は大きく低下したが、

残高は高水準のままとなっている(図表３)。 

今後は、実質無利子・無担保の制度融資の返済

が本格化していくなか、返済財源の確保にもな

る本業支援、さらにはより踏み込んだ経営改善

支援など、信用金庫によるポストコロナに向け

た取組みが一層求められてくる。 

以 上 
 

 

※「信用金庫地区別預金・貸出金(残高)」、「信用金庫預

金、現金、貸出金残高(地区・都道府県別)」を信用金庫

に還元しております。併せて、ご活用ください。 

 （図表２）信用金庫の貸出先別貸出金・預金者別預金の動向（前年同月比増減率と寄与度分解） 

 

   （備考） 信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

 （図表３）信用金庫の企業向け運転資金と 

      法人預金の残高推移 

 

   （備考） 信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 
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